
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

11

・
東
日
本
大
震
災
発
生

！

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
込
み
多
数
、県
税
に
関
す
る
問
合
せ
も
殺
到

12
！

寄
附
金
、義
援
金
の
受
入
れ
決
定

14
！

義
援
金
受
付
窓
口
を
設
置
、窓
口
振
込
に
か
か
る
手
数
料
の
免
除
を
依
頼

・
消
防
課
が
寄
附
金
の
担
当
と
な
る

4

13
！

第
１
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催

18

・
災
害
義
援
金
の
配
分
に
係
る
市
町
村
担
当
者
説
明
会
開
催

20

・
市
町
村
に
義
援
金
受
付
団
体
分（
第
１
次
配
分
）の
送
金
開
始

！

義
援
金
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ（
第
１
回
）を
通
知

5

16

・
第
２
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催

30

・
市
町
村
に
宮
城
県
災
害
対
策
本
部
分（
第
１
次
配
分
）の
送
金
開
始

6

20

・
県
議
会
で
県
税
条
例
の
改
正
条
例
及
び
県
税
減
免
条
例
の
改
正
条
例
を
可
決

24

・�

第
３
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催

7

4

・�

市
町
村
に
義
援
金
受
付
団
体
分（
第
２
次
）及
び
宮
城
県
災
害
対
策
本
部
分（
第
２
次
）義
援
金
の�

送
金
開
始

8

24

・
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
を
創
設

H24

1

19

・
第
４
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催

9

14

・
第
５
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催

H25

8

5
・�

第
６
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
開
催
、第
７
回（
Ｈ
26
・
７
）、第
８
回（
Ｈ
27
・
７
）、第
９
回（
Ｈ
28
・
７
）、�

第
10
回（
Ｈ
29
・
10
）、第
11
回（
Ｈ
30
・９
）、第
12
回（
Ｒ
１・８
）、第
13
回（
Ｒ
2
・
9
）
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発
災
以
降
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
、
県
で
は
復
旧
・
復
興
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く「
宮
城
県
災
害

復
興
寄
附
金（
復
興
・
危
機
管
理
総
務
課
）」

と
震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
支

援
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く「
東
日
本
大

震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金（
教
育
庁
総

務
課
）」を
設
け
、寄
附
金
を
受
け
付
け
て
い
る
。

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
宮
城
寄
附
金（
ふ
る
さ

と
納
税
）（
税
務
課
）」
に
つ
い
て
も
発
災
当

日
か
ら
申
込
み
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
税
の
特

例
措
置
の
準
備
と
並
行
し
対
応
に
当
た
っ
た
。

被
災
者
に
対
す
る
生
活
支
援
と
し
て
配
分

す
る「
義
援
金
」に
は
、義
援
金
受
付
団
体
※
に

寄
せ
ら
れ
る
も
の
、
県
災
害
対
策
本
部
に
寄

せ
ら
れ
る
も
の
、
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
義
援
金
の
配
分
は
、
迅
速
、
透
明
、

公
平
が
原
則
で
あ
り
、
社
会
福
祉
課
で
は
災

害
義
援
金
配
分
委
員
会
で
決
定
し
た
基
準
に

従
っ
て
算
出
し
た
金
額
を
市
町
村
に
配
分
し

て
い
る
。
義
援
金
の
受
付
や
配
分
へ
の
意
見

や
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
中
、
被
災
者
に

寄
り
添
う
べ
く
被
害
状
況
に
合
わ
せ
た
設
計

を
順
次
行
い
対
応
に
当
た
っ
た
。

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

※�

義
援
金
受
付
団
体
：
日
本
赤
十
字
社
、
中
央
共
同
募
金
会
、
日�

本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
、
内
閣
府
。

各基金への寄附金等の積立について ※具体的には以下のように活用

復旧・復興寄附金・ふるさと納税

国からのお金（特別交付税等）

【参考】

■�使途を特定して頂いたもの（外
国政府、団体等から協定に基
づき頂いたもの※）⇒協定等
に応じた基金に積立て

東日本大震災復興基金
◆個人や団体の復興のための助成等

地域整備推進基金
◆県が行う復興のための施設整備や地域復興等

東日本大震災に伴う
震災遺児・孤児支援
等のための寄附金

東日本大震災こども
育英基金
◆震災遺児・孤児支援等の
　ために活用

義
援
金

市
町
村

被
災
者

【※外国政府、団体等から協定に基づ
き頂いたものの例】
・�クウェート国から地域基盤復興等８
分野の復興支援事業⇒全額東日本
大震災復興基金に積み立てて活用
・�ヤマト福祉財団の公募事業に応募し
採択された事業⇒全額東日本大震
災復興基金に積み立てて活用
・�兵庫県から地域コミュニティの拠点
整備等に寄附⇒全額地域整備推進
基金に積み立てて活用

■特別交付税（660億円）
■震災復興特別交付税
　（709億円　住宅再建支援分） ■�震災に伴う災害復旧等対策のための寄

附金やふるさと納税として頂いたもの（寄
附金申込書で頂いた一般の寄附及びふる
さと納税）⇒２基金に各２分の１を積立て

寄附者

宮
城
県
災
害
復
興
寄
附
金

　「
寄
附
す
る
方
に 

不
便
は
か
け
ら
れ
な
い
」

平
成
23
年
３
月
11
日
～
数
日
間

寄
附
金
の
担
当
部
局
・
受
付
手
順
の
調
整

寄
附
金
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
特
別
交
付
税
等
と

と
も
に
復
旧
・
復
興
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
寄
附
金
の
受
付
に
当
た
っ
て
は
、
担
当
部
局
や

受
付
手
順
が
決
ま
っ
て
い
な
い
中
、
３
月
12
日
か
ら
県

災
害
対
策
本
部
の
消
防
課
の
職
員
が
一
人
で
対
応
を
開

始
し
た
。
当
初
は
、
寄
附
金
の
申
出
者
に
対
し
て
納
付

書
を
送
付
す
る
通
例
の
仕
組
み
で
始
め
た
が
、
事
務
が

繁
雑
な
上
、
外
国
か
ら
の
受
付
に
対
応
で
き
な
い
こ
と

か
ら
数
日
間
で
改
善
を
図
っ
た
。

 

消
防
課
職
員

「
財
務
会
計
規
則
上
の
手
続
で
は
、
寄
附
を
す
る
方

か
ら
寄
附
の
申
出
書
を
も
ら
い
、
こ
ち
ら
か
ら
申
出

書
の
承
諾
書
と
一
緒
に
納
付
書
を
返
送
し
、
寄
附
を

す
る
方
が
銀
行
に
そ
の
納
付
書
を
持
ち
込
ん
で
納

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
寄
附
を
す
る

方
に
そ
ん
な
不
便
を
か
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
結
果
的
に
特
例
措
置
と
し
て
）
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
申
込
書
を
出
し
て
も
ら
い
、
口
座
に
振
り
込
む
だ

け
で
完
了
す
る
方
法
に
決
ま
り
ま
し
た
」

「
立
ち
上
げ
ま
で
の
間
も
、『
な
る
べ
く
早
く
寄
附

を
し
た
い
、
何
を
も
た
も
た
し
て
い
る
ん
だ
、
早
く

窓
口
を
開
設
し
て
』
と
い
う
お
電
話
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
１
週
間
以
内
に
開
設
で
き
ま
し

た
」

民
間
企
業
か
ら
の
協
力
を
得
て

平
成
23
年
３
月
11
日
～
数
日
間

寄
附
金
の
入
金
方
法
の
多
様
化

入
金
方
法
の
変
更
後
は
、
国
内
か
ら
日
本
円
で
入
金

さ
れ
る
口
座
、
外
国
か
ら
日
本
円
で
入
金
さ
れ
る
口
座

及
び
外
国
か
ら
外
貨
で
入
金
さ
れ
る
口
座
を
そ
れ
ぞ
れ

開
設
し
、
受
付
を
行
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金

支
払
い
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
、（
株
）エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ド
コ
モ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ド
コ
モ
ケ
ー

タ
イ
送
金
を
活
用
し
た
振
込
等
、
寄
附
者
の
要
望
に
応

え
、
様
々
な
入
金
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

 

消
防
課
職
員

「
海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の
方
か
ら
届
く
『
寄

附
を
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
』
と
い
う
電

子
メ
ー
ル
は
件
数
も
多
く
、
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
必
ず
翌
日
に
は
返
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
振
り
込
む
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
指
示
が
あ
り
、
当
時
、
税
務
課
で
ウ
ェ
ブ

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
Ｙａ
ｈｏ
ｏ
！
（
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
）
に
相
談
し
ま
し
た
。
新
た
に
契
約
を
結

ぶ
の
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
税
務
課
の
基
本

契
約
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
始
め
ま
し
た
。
海

外
か
ら
の
も
の
は
現
行
使
用
し
て
い
る
Ｙａ
ｈｏｏ
！

の
仕
組
み
に
外
国
語
版
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
対
応
し

ま
し
た
」

「
『
ド
コ
モ
の
ｄ
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
寄
附
し
た

い
』と
い
う
御
提
案
も
あ
り
、
ド
コ
モ
の
ペ
ー
ジ
で

ポ
イ
ン
ト
を
寄
附
で
き
る
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
て
も

ら
い
ま
し
た
」

様
々
な
形
で
寄
せ
ら
れ
る
善
意

平
成
23
年
３
月
11
日
～

多
様
な
寄
附
へ
の
受
付
対
応

寄
附
金
の
受
付
状
況
は
、
３
月
11
日
か
ら
の
１
か
月

間
が
ピ
ー
ク
で
約
９
７
５
件
、約
25
億
円
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
は
、
対
応
職
員
を
当
初
の
一
人
か
ら
一
時
的
に

５
人
に
増
員（
５
月
頃
か
ら
は
３
人
）し
て
対
応
し
た
。

 

消
防
課
職
員

「
現
金
持
込
み
に
よ
る
寄
附
の
場
合
、
そ
れ
を
確
認

す
る
作
業
が
大
変
で
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で

何
本
か
お
持
ち
に
な
る
方
も
い
て
、
職
員
が
入
れ
代

わ
り
立
ち
代
わ
り
検
算
を
し
て
確
認
し
ま
し
た
」

「
海
外
企
業
の
日
本
法
人
の
役
員
の
方
か
ら
寄
附
を

東日本大震災　災害復興寄附金

0

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

平成
31年

（令和元年）

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

10,000,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

寄附金額（千円） （寄附件数）

（年度）

件数 　  　　　　　金額

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

南カリフォルニア宮城県人会会長より義援金贈呈の様子義援金口座の通帳

出典：宮城県復興・危機管理部消防課

出典：宮城県ウェブサイト

義
援
金・寄
附
金
の
受
付
、配
分

23

Ⅳ
被
災
者
支
援

義
援
金
：�

宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
で
決
定
し
た
基
準
に
従
い
算
出
し
た
金
額
を
市
町

村
に
配
分
し
、市
町
村
で
の
配
分
等
の
手
続
き
を
経
て
、被
災
者
に
配
分
し
て
い
る（
県
の

歳
入
と
し
て
受
納
し
て
い
な
い
）。

寄
附
金
：�

宮
城
県
が
行
う
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る
事
業
の
経
費
に
充

て
て
い
る（
予
算
計
上
し
県
の
歳
入
と
し
て
受
納
す
る
）。

Ⅳ 

被
災
者
支
援
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年
間
２
桁
の
申
込
み
が 

突
如
、月
２
０
０
件
に平成

23
年
３
月
11
日
～

多
数
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
対
応

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
、
発
災
当
日
か
ら
問
合

せ
や
申
込
み
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
税
務
課
職
員
は
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
た
。

納
付
方
法
は
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
、
専
用
口
座
へ

の
振
込
に
よ
る
納
付
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
の
３
種
を
用

意
し
て
対
応
し
た
。

発
災
直
後
は
寄
附
金
、
義
援
金
の
口
座
が
立
ち
上
が
っ

て
お
ら
ず
、
既
存
の
制
度
で
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

申
込
み
が
殺
到
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

税
務
課
職
員

「
平
成
20
年
４
月
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
れ
を
開

始
し
て
か
ら
、
年
間
で
２
桁
の
件
数
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
震
災
後
は
月
２
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、税
法
上
の
寄
附
金
税
制
で
あ
り
、

匿
名
で
の
寄
附
や
金
額
不
明
は
制
度
上
あ
り
得
ま
せ

ん
の
で
、事
務
処
理
も
多
く
、す
ご
く
大
変
で
し
た
」

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
手
続
き
は
、
申
込
み
に
対
し
て
、

県
か
ら
お
受
け
い
た
し
ま
す
と
い
う
返
事
を
し
て
初

め
て
お
金
の
や
り
と
り
と
な
り
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
届
く
寄
附
の
申
込
み
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
遅
い
と
失
礼
に
当
た
る
の
で
、
件
数
は
大
量
で

し
た
が
時
間
を
置
か
ず
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
」

「
事
務
処
理
の
関
係
で
は
、
も
う
少
し
早
く
で
き
れ

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
Ｙａ
ｈｏｏ
！
の

公
金
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

を
活
用
し
た
対
応
は
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
発
災

直
後
の
状
況
で
言
う
と
、
最
初
の
１
週
間
で
70
件
く

ら
い
の
申
出
の
中
、
半
分
以
上
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
し

た
」税

の
特
例
措
置
の
準
備
を 

抱
え
な
が
ら

平
成
23
年
３
月
11
日
～

納
税
デ
ー
タ
の
入
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
発
災
初
期
に
申
込
み
が
集
中
し
、

３
月
11
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
１
０
０
０
件
を
超
え

る
申
込
み
が
あ
っ
た
。

他
方
税
務
課
で
は
、
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
自
動
車

等
の
税
金
に
関
す
る
問
合
せ
等
が
殺
到
し
、
県
税
条
例

の
改
正
及
び
県
税
減
免
条
例
の
改
正
条
例
に
つ
い
て
５

月
議
会
に
提
案
す
る
た
め
に
検
討
を
重
ね
て
い
た
。

 

税
務
課
職
員

「
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
確
定
申
告
で
の
税
額
控
除
が

肝
で
す
。
そ
の
た
め
納
税
者
と
金
額
を
一
覧
で
も
ち
、

領
収
書
を
紛
失
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
氏
名
検
索
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
を
全
件
入
力
し
ま
し

た
」

「
４
月
に
９
０
０
件
と
い
う
寄
附
の
申
出
が
あ
り
、

そ
の
対
応
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
加
え
て

５
月
の
県
議
会
に
、
県
税
関
係
の
条
例
改
正
案
を
か

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

地
道
な
処
理
と
、
法
律
を
調
べ
、
そ
れ
を
ど
う
言
葉

に
す
る
か
と
い
う
頭
を
使
う
作
業
と
、
全
く
種
類
の

違
う
仕
事
を
同
時
並
行
で
や
っ
て
い
た
の
が
一
番
大

変
で
し
た
」

義
援
金

３
月
末
ま
で
に 

通
帳
が
１
０
０
冊
を
突
破

平
成
23
年
３
月
11
日
～
３
月
14
日

義
援
金
の
受
付
体
制
の
整
備

発
災
翌
日
、
県
と
し
て
義
援
金
を
募
集
、
受
け
入

れ
る
こ
と
を
決
定
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
七
十
七
銀

行
、
及
び
仙
台
銀
行
と
口
座
開
設
に
向
け
た
調
整
を
行
っ

た
。
３
月
14
日
に
は
、
義
援
金
に
関
す
る
窓
口
を
社
会

福
祉
課
に
設
置
し
、
受
付
を
開
始
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
11
万
９
８
４
８
件
、

55
億
円
を
上
回
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
振
込
手
数
料
を
一
部
無
料
に
す
る
こ
と
も
含
め
、

銀
行
と
の
交
渉
を
３
月
12
日
、
13
日
に
行
い
、
14
日

に
は
口
座
開
設
に
至
っ
た
こ
と
は
す
ご
く
早
い
と
思

い
ま
し
た
」

「
銀
行
に
通
帳
を
受
取
に
行
く
と
、
受
付
１
日
目
終

了
時
点
で
何
十
冊
と
な
り
、
受
取
に
１
、
２
時
間
か

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
も
の
す
ご
い
数
の
方
々

か
ら
の
御
支
援
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

迅
速
性
を
第
一
に

平
成
23
年
３
月
11
日
～

義
援
金
配
分
の
決
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
13
日
に「
第
１
回
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委

員
会
」
を
開
催
し
、
義
援
金
受
付
団
体
に
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
と
、
県
災
害
対
策
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

の
配
分
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
１
次
配
分
の
考
え
方
を

決
定
し
た
。
被
害
の
全
容
や
件
数
が
確
定
し
な
い
中
で

は
あ
っ
た
が
迅
速
性
を
優
先
し
、
配
分
方
針
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
１
回
目
の
と
き
に
、
知
事
か
ら
『
と
に
か
く
迅
速

性
が
大
事
だ
か
ら
、
ま
ず
は
シ
ン
プ
ル
に
や
っ
て
く

れ
。
２
回
目
以
降
は
工
夫
し
な
が
ら
で
い
い
か
ら
』

と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
」

「
義
援
金
の
受
付
は
、
発
災
か
ら
夏
頃
ま
で
24
時
間

体
制
で
対
応
し
、
海
外
か
ら
も
電
話
が
き
ま
し
た
。

配
分
委
員
会
を
４
月
13
日
に
行
う
に
当
た
っ
て
、
１

回
目
の
分
は
、
日
赤
に
フ
レ
ー
ム
を
決
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。
市
町
村
が
被
災
者
に
配
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
４
月
13
日
以
降
に
説
明
会
を
行
い
、

大
ま
か
な
基
準
を
示
し
ま
し
た
。
既
存
の
制
度
が
な

か
っ
た
の
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越

地
震
、
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
な
ど
過
去
の
基
準
も

取
り
入
れ
て
設
計
し
ま
し
た
。
家
を
持
っ
て
い
る
人
、

あ
る
い
は
借
り
て
い
る
人
は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、

大
ま
か
な
対
象
者
の
選
定
基
準
を
作
り
、
細
か
い
と

こ
ろ
は
、
配
分
し
な
が
ら
出
て
き
た
事
例
に
合
わ
せ

て
適
宜
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
」

「
原
資
が
足
り
な
く
な
る
の
で
は
、
と
い
つ
も
気
に

し
て
い
ま
し
た
。
基
準
を
決
め
て
も
、
義
援
金
の
受

入
れ
が
な
け
れ
ば
パ
ン
ク
す
る
わ
け
で
す
。対
象
者
が

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
読
め
な
い
状
況
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
と
き
は
精
神
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た
で

す
」

「
余
震
が
あ
る
度
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
特

に
４
月
７
日
の
余
震
で
全
壊
判
定
が
増
え
ま
し
た
の

で
、
災
害
対
策
本
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
住
家
被
害

件
数
を
確
認
し
ま
し
た
」

「
班
に
四
つ
電
話
が
あ
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
鳴
り

っ
ぱ
な
し
で
す
。
そ
れ
が
半
年
く
ら
い
ず
っ
と
続
き

世
界
中
か
ら
あ
ふ
れ
る
善
意

平
成
23
年
３
月
11
日
～
７
月
６
日

東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も 

育
英
募
金
口
座
の
開
設

県
に
寄
附
の
申
出
を
頂
く
際
、
震
災
孤
児
等
を
支
援

し
た
い
と
の
意
向
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
４

月
27
日
以
降
、
庁
内
関
係
課
で
寄
附
受
入
の
在
り
方
等

を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど

も
た
ち
等
が
安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
希
望
す
る
進
路

選
択
を
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
資
金
等
と

し
て
寄
附
金
を
活
用
す
る
た
め
、
７
月
６
日
に
東
日
本

大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金
口
座
を
開
設
し
、
企

業
・
団
体
・
個
人
等
全
国
か
ら
の
寄
附
の
募
集
を
開
始

し
た
。

 

子
育
て
支
援
課
職
員

「
義
援
金
と
は
別
の
形
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、

関
係
課
と
一
か
ら
制
度
を
組
み
立
て
ま
し
た
」

「
震
災
遺
児
・
孤
児
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
情
報

が
公
に
な
る
に
従
っ
て
『
そ
こ
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

支
援
を
し
た
い
』
と
い
う
お
話
が
増
え
て
き
て
、
そ

の
受
け
皿
と
し
て
、
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金
の

受
付
を
始
め
ま
し
た
。
受
付
開
始
か
ら
、
皆
様
の
あ

ふ
れ
る
善
意
が
ど
ん
ど
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
受
付

で
は
、
こ
ち
ら
か
ら
の
謝
意
、
税
と
の
関
係
、
及
び

領
収
書
の
問
題
の
説
明
、
名
前
を
寄
せ
ら
れ
な
い
方

へ
の
対
応
な
ど
様
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な

団
体
な
ど
か
ら
は
『
マ
ス
コ
ミ
と
一
緒
に
お
持
ち
し

た
い
』
と
い
う
お
話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
秘
書
課

と
一
緒
に
対
応
し
ま
し
た
。
制
度
設
計
に
当
た
っ
て

は
、
岩
手
・
福
島
の
担
当
部
署
と
調
整
し
な
が
ら
進

め
、
海
外
か
ら
の
送
金
に
関
し
て
は
、
手
数
料
の
問

題
な
ど
を
地
元
の
銀
行
に
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い

き
ま
し
た
。
最
終
的
に
基
金
と
い
う
形
で
10
月
に
条

例
化
し
、
実
際
の
給
付
に
係
る
詳
細
を
固
め
な
が
ら
、

平
成
24
年
度
か
ら
の
給
付
に
向
け
て
準
備
を
整
え
て

い
き
ま
し
た
」

東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金

ふ
る
さ
と
納
税

ま
し
た
。
電
話
の
内
容
は
苦
情
と
激
励
で
す
。
後
半

は
特
に
苦
情
が
多
く
、
配
分
基
準
に
納
得
で
き
な
い

方
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
」

「（
当
時
の
）課
長
か
ら『
被
災
者
の
御
苦
労
を
聞
く

の
も
仕
事
の
一
つ
だ
か
ら
ね
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

印
象
深
か
っ
た
で
す
。『
も
う
何
も
か
も
な
く
な
っ

て
、
生
き
て
い
て
も
何
も
い
い
こ
と
も
な
く
、
死
に

た
い
く
ら
い
な
ん
で
す
』
と
お
話
さ
れ
た
方
が
い
て
、

『
生
き
て
い
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
こ
と
あ
り
ま
す
か

ら
』
と
お
伝
え
し
た
記
憶
が
あ
り
、
つ
ら
く
思
い
ま

し
た
」

被
災
者
の
声
を
最
優
先
に

平
成
23
年
５
月
16
日
～

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
配
分
基
準
の
検
討

４
月
に
入
り
、
義
援
金
受
付
団
体
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
が
宮
城
県
に
送
金
さ
れ
た
。
迅
速
に
配
分
を
行
う

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
義
援
金
受
付
団
体
に
よ
り

組
織
さ
れ
る「
義
援
金
配
分
割
合
決
定
委
員
会
」が
示
し

た
基
準
で
配
分
を
実
施
。
一
方
、
宮
城
県
に
直
接
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
決
定
委
員
会
が
示
し
た

基
準
以
外
で
震
災
孤
児
や
母
子
父
子
世
帯
、
高
齢
者
障

害
者
施
設
入
所
者
を
対
象
に
加
え
る
と
と
も
に
、
住
家

の
被
害
を
よ
り
細
か
い
区
分（
大
規
模
半
壊
等
）で
金
額

設
定
す
る
等
、
県
内
の
被
害
状
況
に
合
わ
せ
た
配
分
基

準
を
設
定
し
、
配
分
を
実
施
し
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
兵
庫
県
に
電
話
を
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当

時
の
要
綱
を
頂
い
て
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
ま

し
た
。
津
波
被
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
ど
う
定
義

付
け
を
す
る
べ
き
か
、
母
子
家
庭
と
か
細
か
い
定

義
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
を
最
初
に
考
え
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
そ
の
定
義
に
合
わ
な
い
も
の
を
補
足
す

る
形
で
Ｑ
＆
Ａ
を
作
り
ま
し
た
」

「
市
町
村
窓
口
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
Ｑ
＆
Ａ
を

作
り
ま
し
た
。
様
々
な
質
問
を
想
定
し
、
被
災
者
に

納
得
い
た
だ
け
る
受
け
答
え
を
検
討
し
て
作
成
し
ま

し
た
」

「
Ｑ
＆
Ａ
集
は
、
引
継
ぎ
の
度
に
更
新
し
て
、
一
つ

の
成
果
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

肝
な
の
で
す
」

「
被
災
者
の
方
の
声
を
一
番
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

何
度
も
議
論
を
重
ね
、
岩
手
・
福
島
の
義
援
金
担
当

と
も
常
に
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
配
分
基
準
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
宮
城
は
細
か
く
決
め
て
お

り
、
独
自
性
を
か
な
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」

「
あ
る
市
か
ら
『
今
の
基
準
で
は
、
と
て
も
住
民
に

説
明
で
き
な
い
の
で
配
分
基
準
を
見
直
し
て
ほ
し

い
』
と
い
う
相
談
が
あ
り
、
配
分
を
変
え
ま
し
た
。

一
つ
の
市
の
た
め
に
基
準
を
変
え
る
の
は
ど
う
な
の

か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
、
あ
る
町
か
ら
は
『
な
ぜ
変

え
た
の
か
』
と
い
う
声
も
出
ま
し
た
。
最
大
公
約
数

を
ど
う
と
る
の
か
と
い
う
部
分
で
制
度
設
計
に
は
苦

労
し
ま
し
た
」

「
項
目
を
追
加
し
、
き
め
細
か
い
配
分
が
で
き
た
一

方
、
対
象
者
が
細
分
化
さ
れ
る
た
め
、
市
町
村
に
と

っ
て
は
そ
の
判
別
が
手
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
分
、
実
際
に
被
災
者
に
お
渡
し
す
る
ま
で
時
間

を
要
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果

を
見
れ
ば
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
配
分
で
き

た
点
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

市
町
村
の
受
付
・
配
分
体
制

市
町
村
は
義
援
金
受
付
団
体
や
県
が
受
け
付
け
た
義

援
金
の
配
分
を
受
け
、
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
が
決

定
し
た
配
分
の
方
針
に
従
い
、
被
災
者
に
支
給
す
る
事

務
の
ほ
か
、
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
受
け
付

け
、
県
か
ら
配
分
を
受
け
た
義
援
金
に
加
算
し
支
給
す

頂
き
、
領
収
書
の
よ
う
な
形
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
い
う
こ
と
を
公
文
書
で
出
し
ま
し
た
が
、
『
海
外

の
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
、
会
社
の
ロ
ゴ
、
住
所
、
会
社
名
、

代
表
者
の
サ
イ
ン
な
ど
が
入
っ
た
も
の
を
出
し
て
ほ

し
い
』
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
国
際
交
流

課
か
ら
参
考
文
書
を
も
ら
い
、
作
成
し
、
お
渡
し
し

ま
し
た
。
海
外
の
法
人
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
と

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

「
現
金
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
際
に
復
興
の
進
捗

具
合
が
気
に
な
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

『
な
ん
と
か
な
ら
な
い
の
か
』『
こ
う
す
べ
き
で
は

な
い
か
』
と
感
情
が
高
ぶ
る
方
も
い
ま
し
た
」

「
申
出
の
際
に
寄
附
金
と
義
援
金
の
違
い
を
御
説
明

し
、
寄
附
を
選
択
さ
れ
た
方
か
ら
頂
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
突
然
こ
ら
れ
た
方
が
『
県
は
が
ん
ば
っ
て
い

る
か
ら
、
県
に
寄
附
を
し
た
い
。
こ
れ
で
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
非
常
に
感
動
し

ま
し
た
。
寄
附
者
の
お
名
前
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ

『
名
前
は
い
い
か
ら
』
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ー
タ
上
、

不
詳
と
な
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
」

Ⅳ 

被
災
者
支
援
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ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
申
請
に

半
日
以
上
並
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」

「
見
込
ん
で
い
た
被
災
件
数
に
応
じ
た
金
額
を
送
金

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
市
町
村
の
被
災
者
へ
の

対
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
自
治
体
で
随

分
差
が
あ
り
ま
し
た
」

「
４
月
に
配
分
委
員
会
を
や
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

６
月
中
旬
ま
で
１
回
も
配
ら
れ
て
な
い
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
す
ご
い
ク
レ
ー
ム
が
き
ま
し
た
」

宮
城
県
災
害
復
興
寄
附
金

所
管
を
決
め
て
お
く
、専
属
業
務
に
す
る

 

消
防
課
職
員

「
寄
附
金
の
業
務
は
膨
大
な
の
で
、
ど
こ
か
の
課
が

通
常
業
務
に
プ
ラ
ス
し
て
引
き
受
け
る
の
で
は
な
く
、

あ
ら
か
じ
め
担
当
課
を
決
め
て
お
き
、
専
属
の
体
制

で
対
応
す
る
こ
と
で
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
方
の
お

気
持
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
復
興
事
業
に
向
か
う
よ
う
に

す
べ
き
で
す
。
宮
城
県
の
復
興
は
寄
附
金
に
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
体
制
を
整
え

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金

複
数
の
ル
ー
ト
で
寄
附
で
き
る
よ
う
に
す
る 

 

子
育
て
支
援
課
職
員

「
受
入
れ
口
座
に
つ
い
て
は
現
状
、
七
十
七
銀
行
の

み
で
す
が
、
複
数
の
ル
ー
ト
で
寄
附
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

ふ
る
さ
と
納
税

決
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
へ
の
対
応
が
必
要 

 

税
務
課
職
員

「
今
後
、
様
々
な
ツ
ー
ル
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く

方
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
準
備

が
整
わ
な
い
と
寄
附
を
希
望
さ
れ
る
方
が『
じ
ゃ
あ
、

（
寄
附
を
）や
め
る
』
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。担
当
す
る
限
り
は
、事
前
に
い
ろ
い
ろ

な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
平
時
か
ら
調
べ
て
お
い
て
、

新
た
な
方
法
と
し
て
使
え
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
広
げ

て
い
く
、
そ
う
い
う
準
備
を
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思

い
ま
す
」

義
援
金

発
災
直
後
は
迅
速
に
、 

そ
の
後
き
め
細
か
く
配
分
す
る 

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
沿
岸
部
も
あ
れ
ば
、
内
陸
と
都
市
部
も
あ
り
、
被

災
者
の
世
帯
構
成
や
地
域
性
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
発
生
直
後
は
迅
速
に
配
分
し
、
被
害
の

詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
細
か
く
と
い
う
方

法
を
と
っ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要 

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
岩
手
県
は
１
件
当
た
り
の
配
分
額
が
区
分
に
よ

っ
て
は
宮
城
県
の
倍
以
上
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

『
な
ん
で
岩
手
は
そ
ん
な
に
も
ら
っ
て
い
る
の
に
宮

城
は
こ
れ
し
か
も
ら
え
な
い
ん
だ
』
と
い
う
お
電
話

も
あ
り
、
被
災
者
数
と
お
渡
し
す
る
義
援
金
の
額
を

総
合
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
幸

い
に
も
何
百
億
と
い
う
お
金
が
集
ま
っ
た
の
で
、
今

回
こ
の
よ
う
な
配
分
が
で
き
ま
し
た
が
、
規
模
と
配

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

市
町
村
の
サ
ポ
ー
ト
を
意
識
す
る 

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
初
動
は
県
が
動
い
て
も
、
い
ず
れ
市
町
村
を
通
し

て
の
配
分
に
な
る
の
で
、
市
町
村
の
支
援
、
サ
ポ
ー

ト
を
い
か
に
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
」

「『
市
町
村
で
も
配
分
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
』
と
い
う
電
話
対
応
は
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
状
況
を
見
極
め
て
市
町

村
が
困
ら
な
い
よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
し
た
」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
が
必
要

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
被
災
さ
れ
て
い
る
方
は
当
然
、
義
援
金
の
こ
と
だ

け
を
聞
き
た
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
。
様
々
な
課
題

を
抱
え
た
被
災
者
か
ら
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
、
宮
城
県
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
は
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
県
の
業
務
は
）ど
う
し
て

も
縦
割
り
の
仕
事
が
多
い
で
す
が
、
経
験
を
重
ね
て

い
く
と
い
ろ
い
ろ
な
業
界
、
他
の
部
署
の
仕
事
が
見

え
て
く
る
の
で
、県
民
や
被
災
者
の
方
に
『
こ
う
い

う
制
度
も
あ
り
ま
す
よ
』と
か
、『
こ
う
い
う
こ
と
は

大
丈
夫
で
す
か
』
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
問
い
か
け
が

で
き
れ
ば
、
も
う
少
し
距
離
が
縮
ま
る
と
思
い
ま
す
。

災
害
の
と
き
、
特
に
被
災
者
の
方
は
何
を
聞
い
た
ら

い
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
か
ら
問
い
合
わ
せ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
案
内
を
こ

ち
ら
か
ら
行
う
た
め
に
日
頃
か
ら
勉
強
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
を
す
る

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
一
般
の
方
や
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
被
災

さ
れ
た
方
に
対
す
る
透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
を
し

っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
が
足
り
な

い
と
、
問
合
せ
の
電
話
が
あ
っ
た
り
無
駄
な
仕
事
を

作
っ
て
し
ま
う
。
今
い
く
ら
集
ま
っ
て
い
て
、
い
く

ら
配
っ
て
い
て
残
高
い
く
ら
、
と
い
う
情
報
を
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
か
ら
細
か
く
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
」

宮
城
県
災
害
復
興
寄
附
金

東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金

義
援
金

活
用
状
況
を
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
報
告

県
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
等
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
報
告
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

「
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
」に
よ
る 

寄
附
受
付
を
開
始

県
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

令
和
元
年
９
月
２
日
よ
り
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク

が
企
画
・
運
営
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
総
合
サ
イ
ト「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
寄
附

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

み
や
ぎ
被
災
者
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

被
災
者
の
生
活
支
援
を
目
的
に

県
で
は
、
平
成
23
年
12
月
に
、
お
金
や
住
ま
い
の
こ

と
を
は
じ
め
と
し
た
、
被
災
者
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
対
し
て
広
く
対
応
す
る
た
め
、
被
災
者
の
生
活
支
援

に
関
す
る
各
種
制
度
の
大
ま
か
な
内
容
や
問
合
せ
先
を

掲
載
し
た「
み
や
ぎ
被
災
者
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
制
作
し
た
。
毎
年
時
点
修
正
を
行
い
な
が
ら
、
積
極

的
に
情
報
発
信
し
た（
令
和
３
年
１
月
ま
で
）。

る
事
務
を
行
っ
た
。

市
町
村
で
は
り
災
証
明
書
の
発
行
業
務
が
膨
大
と
な

り
、
義
援
金
の
支
給
対
象
者
の
把
握
に
時
間
を
要
す
る

事
例
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
対
象
者
の
拡
大
等
に
よ
り

事
務
量
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
市
町
村
は
義
援
金
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
苦
労
は
相
当

な
も
の
で
す
。
人
が
足
り
な
い
で
す
」

「
市
町
村
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
県
か
ら
お
金
を
送
ら

れ
て
も
支
給
す
る
た
め
の
人
手
が
足
り
ず
、
振
り
込

み
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
県
は
市
町
村
に
義
援
金
を
送
金
し
て
い
ま
す
が
、

被
災
し
た
方
に
配
る
に
当
た
り
、
り
災
証
明
書
が
発

行
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
隣
の
町
は
配
ら

れ
た
の
に
う
ち
は
配
ら
れ
な
い
と
い
う
電
話
も
あ
り

年度別の義援金受付状況 （単位：円）

年度 義援金受付団体※ 宮城県災害対策本部 全体

平成22年度 0 5,504,961,025 5,504,961,025

平成23年度 172,387,675,230 19,527,889,109 191,915,564,339

平成24年度 4,913,097,018 975,768,568 5,888,865,586

平成25年度 3,132,730,000 460,359,865 3,593,089,865

平成26年度 4,520,402,723 308,685,768 4,829,088,491

平成27年度 1,376,412,569 136,875,658 1,513,288,227

平成28年度 1,086,154,596 100,596,893 1,186,751,489

平成29年度 749,032,536 101,295,795 850,328,331

平成30年度 589,947,604 78,989,722 668,937,326

令和元年度 669,116,078 73,550,902 742,666,980

合計 189,424,568,354 27,268,973,305 216,693,541,659

※�義援金受付団体…日本赤十字社、中央共同募金会、日本放送協会、NHK厚生文化事業
団、内閣府

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課・平
成
24
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災
～
保
健
福
祉
部
災
害
対
応
・
支
援
活
動
の

記
録
～（
宮
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
務
課
・
平
成

24
年
12
月
）

・�

東
日
本
大
震
災（
続
編
）－

宮
城
県
の
発
災
６
か
月
後
か
ら

半
年
間
の
災
害
対
応
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危

機
対
策
課
・
平
成
25
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・

平
成
27
年
３
月
）

・�

宮
城
県
災
害
復
興
寄
附
金
に
つ
い
て
の
御
案
内（
宮
城
県

復
興
・
危
機
管
理
総
務
課
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

・�

宮
城
県
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て（
宮
城
県
総
務
部
税
務
課

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

・�

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
の
受
付
状
況
及
び
配
分
に

つ
い
て（
宮
城
県
復
興
・
危
機
管
理
総
務
課
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

・
宮
城
県
地
域
防
災
計
画

・�

宮
城
県
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

・�

宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
設
置
要
綱

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

ふるさと納税の実績

年度 件数 金額（万円）

平成22年 228 1,190

平成23年 2,393 16,414

平成24年 450 3,478

平成25年 393 4,663

平成26年 716 4,065

平成27年 779 5,282

平成28年 404 1,985

平成29年 259 1,794

平成30年 200 1,235

令和元年 2,107 4,976

令和2年 972 4,667

税務課

消防課

社会福祉課 社会福祉課

消防課

税務課

消防課

税務課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

出典：宮城県総務部税務課 出典：宮城県保健福祉部社会福祉課
Ⅳ 

被
災
者
支
援


